[image: image1.jpg]


[image: image2.png]TUNDHBH?HSHI MIHE[] CHORUS



[image: image3.jpg]~

a/uf:“(;t“xbbgﬁ

Tondabayashi Mixed C



[image: image4.wmf]








4月６日・作成責任及び文責　古畑　等





四月です。平成２５年度がスタートしました。年度変わりなので通勤通学先などの生活環境が変わる方もおいででしょうが、歌う仲間がさらに増えることを願います。「一緒に歌いませんか。合唱はだれでもできます。始めての人でもこの団は参加歓迎です。」と声がけをしたいです。　さあ7月の定期演奏会に向けて一丸となってがんばりましょう！（暗譜努力も含めて、各自の出来る範囲のベストを。）月々の団会費納入もお忘れなく！！会計さんのご労苦に感謝します。





練習状況　　３月２日(土)


ＶＴは福井雅志先生。六時から男声有志が個別レッスンを受けました。全体発声では「ＢＲＲＲ―」とブレスコントロール。たっぷり吸気して、そのまま腹筋でグッと十拍吐かずに保ち、「Ｓｓ――」と出します。これを繰り返し、次は吸気してからすぐ十拍で全部の呼気を出し切る動作を繰返します。かなりハードで、腹筋が鍛えられていますね。「Ａ――」「アエアエアエアー」「ミオーーー」で音階上下発声をしました。「音を上げていくとき、今出している音の響きを保ったまま、喉の奥にタマゴがある感覚で声を上げましょう。」と言われました。響きを保ったままで上にあがるのは、和田先生の言われる「もらってきて」と同じだなと感じました。


　練習は女声・男声に別れて「ＨＡＮＡ」の音取り確認です。この曲はテンポ・リズムがきちっとそろわないといい感じにならないので、何度も縦をそろえるように練習しました。


　全体アンサンブルではまず「お菓子と娘」。冒頭とエンドの「Bm・・・」はしっかり指揮を見て、どこから走り出し、スローダウンするか確認しましょう。


　続いて「城ヶ島の雨」。三連符の繰り返しのリズム乗りがみんなで揃うまでまだ歌い込まなければなりません。


「箱根八里」で元気よく練習をシメました。





練習状況　　３月１６日(土)


ＶＴは前回に続き福井雅志先生。腹筋を意識するブレス、「ミオーーー」での音階上下発声などをしました。「音を上げていくとき、今出している音の響きを保ったまま、喉の奥にタマゴがある感覚で声を上げましょう。」。


　午後１時から８時の長丁場です。本日はアドバイザー太田真紀先生に、東混が「林光先生」のタクトで歌ったときの指示を伝えていただきました。太田先生の言葉は以降太田と標記します。


まずは女声・男声に別れました。本日配布の新曲「心：心よ」・「翼をください」の音取り。続いて「ＨＡＮＡ」の音取り確認。縦の線をそろえる練習でみっしり歌い込みました。その後集合して「心：心よ」・「翼をください」のアンサンブル。


「翼をください」の２ページ目、三段目、２番歌詞「めいーよならばー」は「めいよーならば」と割り付けが変更されました。





また第３ページ三段目真ん中のｆｐスフォルツァンドは「さ」と強く入ってすぐ音をしぼり「さあーあー」と大きくします。


　以後は「林光曲集」。まず「お菓子と娘」。冒頭とエンドの「「Bm・・・」について太田「プムプムプムと軽く、唇は自分のものじゃないという感覚でやれば弦楽器のピチカートに近づきます。」「Ｐ３９下からのＳ・Ｂ・Ａ、ラララ・・・はマルカート（くっきり発音）です。」「『ボンジュール』はフランスでは軽く『ボンジョー』ぐらいで『ル』は強く発音しません。」








定期演奏会について：前回の会計報告（Ａ寺野さん）。次回の会計予算案（Ａ伊藤さん）。いずれも別紙参照。定演会費は12,000円（学生割引付）で、４回で分割集金されます。定演費値下げ（３年前のレベルにおさえる）について、団員が減少して会計予算が厳しくなる中、値上げをしないで予算確保しつつ、演奏会当日の座席指定のスムーズ化を配慮し、別紙の提案が出されました。なお、次の方がたが今年の定演委員さんです。Ｔ芝田敦委員長・Ａ伊藤訓子副委員長・Ｓ丸岡直子・Ａ山澤芳子・Ａ松村美紀・Ａ吉田栄美子・Ａ寺野さおり・Ｓ禰占奈美江・Ｔ松本将孝の皆様です。御苦労様です。よろしくお願いします。（今回はチケット仕分け・くじ引き・団員配布など定演委員さんの労苦が大変でしょうから、作業などに大勢の協力・応援が出来ればと考えます。）


委嘱作品について：委員長岡田さん。詳細は下のコーナーを見てください。


狭山市合唱祭参加について：岡団長：これは参加します。演奏曲は「みどりの風に」他です。（別紙参照）


大阪府合唱祭参加について：岡団長：これは合宿時の総会で皆さんの決議で参加不参加を決めます。





保ち、テンポは終始同じ速さを守ります。ソロはそのテンポの中で歌う必要があります。「椰子の実」ではＰ２５下の段複縦線の箇所は切らないでハミングを続けます。


「お菓子と娘」「まちぼうけ」を最後に通しました。








連 絡 事 項





団ホームページ便り（パソコンを利用されない方のために、ＨＰに掲載された記事を転載しています。原文のまま。）


団ＨＰの団員のサイトに、各委員会のコーナーが新設されています。HPが一段と充実しました。


選曲委員会のページ（新設）から


第18回定期演奏会の選曲について・・・１月19日に開催した選曲会議において、第18回定演(平成26年開催)の柱となる組曲２つが決定しました。第１ステージ、阪神大震災鎮魂組曲「1995年1月17日」全８章、池辺晋一郎：作曲。第３ステージ、混声合唱組曲「水のいのち」髙田三郎：作曲震災組曲は、選曲委員からの推薦。水のいのちは、団員からの希望アンケートでの集計結果から選定に。第２ステージなど、他の小品曲は今後継続して検討していきます。なお、震災組曲の演奏に際し、同曲の製作者であり、これまで長く交流を続けてきている「神戸市役所センター合唱団」との合同演奏や、同団の単独演奏（賛助出演）も検討する予定です。（2013／02／16掲載）


定演委員会のページ（新設）から


定演費は、12,000円に決まりました・・・３月１６日の練習に出席されていた過半数の団員の皆さんのご承認により、今年の定期演奏会費は、予算案通り 12,000円に決まりました。なお、定演に参加できない正団員の方の定演会費は半額の 6,000円となります。９０日前ルールの申し出最終日は、４月２０日の合宿初日までといたします。また、３月２日にお配りしたプリントでご案内をいたしております「プレミアムチケット」につきましては、名称を「事前座席指定券」に変更いたします。団員１人あたり、５枚までお申込みを受け付けいたします。差額金は、１枚３００円です。３月３０日が、申込みの締め切りとなります。ご注意ください。


定演委員に新しくお二人が加わりました！・・・この度新しくテノールの松本将孝さんとソプラノの禰占奈美江さんが委員に加わりました。これまでのメンバー共々定演に向かって頑張っていきますので、皆様よろしくお願いいたします。


合宿委員会のページ（新設）から


　☆ 今年の春合宿(2012年)について・・・今年の春合宿の予定表・申込用紙２月１６日に配布開始いたしました。合宿場所・合宿の練習スケジュールは、昨年とほぼ変わりはありませんが、参加費用につきまして若干の変更がございます。これまで、先生方の宿泊費用を団会計から負担していただいておりましたが、今回から合宿参加費にその費用を加えさせていただきます。（先生方への謝礼交通費は、団会計からご負担いただきます）つきましては、合宿欠席者からも負担金を集金させていただきますので、よろしくお願いいたします。詳細は、プリントをご覧ください。2013／02／16（さあ、楽しみな合宿ですね。名札をおわすれなく）


委嘱委員会のページから


☆ 委嘱ニュ－スNo.10 さん 2013年 03月 23日 13時 48分 38秒 


早々に源田先生からご丁重なメ－ルをいただきました。↓貞松先生からお聞きしていたように、少しお仕事が立て込んでおられる中、組曲のコンセプトを考えるところから始められ、「みどりの風に」を含め、一連のまとまりを持つように4つの詩を選んでいかれるので、少し時間をほしいとのことです。先生のイマジネ－ションの中に素晴しい音楽が生まれますよう、みんなで静かに、かつ熱く待ちたいと思います。委嘱委員


[源田俊一郎先生からのMail]（３月３０日練習時に岡田さんが代読されました）


先ほど速達を拝受しました。ざっと目を通して、皆様のお気持ちの深さを感じました。ありがとうございます。「みどりの風に」を含む組曲が、一連のまとまりを持つように4つの詩を選んでいきたいと思います。手直しが必要かどうかなど、よく読み込んでご連絡させていただきます。今、編曲の仕事を2つ抱えており、それに目処がついてから取り掛かろうと思います。貞松先生との電話で、4月後半までに1曲でもできれば7月の定演に間に合うかも…というやり取りをしましたが、すぐに作曲にかかれる状態ではないため難しいと存じます。すみません。組曲のコンセプトを考えるところから始めていきますので、すこしお時間を頂戴したく存じます。庭のカタクリの花が散り、いよいよ緑の季節がやってまいります。どうぞご自愛ください。御礼まで。





「だいぶパリ娘の雰囲気が出てきましたね。でもまだおばさんだな。」と貞松先生。（ブッとあちこちで声がした。吹き出したのかな？フクレたのかな？）


「まちぼうけ」では、太田「まちぼうけーまちぼうけーと歌う所は同じ調子で続けます。『そこへうさぎが・まてばえものは・・・』などＰの所は響きを保ったまま音量をしぼり、緊張感を残してぐうっとＦへ強くしていきます。ラストの『きのねっこ』はぐちゃぐちゃっとぶつけていいです。」


　貞松先生も「この曲はコミカルに歌い、最後はドヤ顔をしましょう。」と楽しさを強調されました。「椰子の実」では太田「Ｐ２６の『ふるさとの・・』と４声がそろう所は少し軽めに、Ｐ２７の上の段は大きめにと対比をつけます。」「Ｐ２８下段『やえのしおじお・・』がこの曲の最大ＦＦです。」「Ｐ２９上の段『いずれの日にか』と、『国に・・』の間は、休符がないけれどちょっと間をとります。」城ヶ島の雨」は、他の曲も同じですが「Ｖブレス」記号がありません。休符以外では音楽に切れ目がないように、各自カンニングブレス（スラーの中や言葉のかたまり以外で）で音をつなぐように貞松先生の指示がありました。太田「Ｐ２２の三段目、１・２・３小節はア―に換えました。同じくＰ２３上のアテンポから２段目の１・２・３小節、細かく動く所も東混はアアア―と歌いました。その４小節目からはHum―にもどります。」


「「箱根八里」は元気よくだけではなく、中間部はレガートに歌います。井関先生のピアノ伴奏を通して聞かせてもらうと、その通りになっていました。


　練習の後有志で懇親会をしました。太田先生がそこも同席され、「音楽には本来Ｖブレスの記号はないものです。」、「日本人は外国人より間（ま）の取り方がうまい。」などのお話を聞かせていただきました。太田「皆さん本当に上手になっています。こちら(指導者側)が言ったことをすぐにやれるから。」「でも先生。それが続かないんです。」ハハハハと盛り上がりました。





練習状況　　３月３０日(土)公民館


　しばらくお休みされた和田先生の久しぶりのご指導でした。ディデダドドゥでしっかり鼻腔の響きを作って音階上下の発声を重点的にやってくださいました。


　練習曲は「林光抒情曲集」


「荒城の月」は静かに始まるので、音の高さをしっかり保つこと、子音をはっきり発音することを注意されました。「ブレスをとるときは、次の言葉の頭が


どんな発音かによって、口をその構えにしておいて息を吸いましょう。」つまり「はる・・」なら「ア」の口の形、「ちよの・・」なら「イ」の形で空気を吸います。そうすると音の遅れや不明瞭さが解消されます。


「箱根八里」では「４拍目の休符」について注意がありました。みんなそろってきちっとその四部休符を守ります。すると縦の線がそろってメリハリが効いてきました。「からたちの花」では、Ｐ１３から１４へ変わり目を注意されました。男声４部からぐうっと混声四部へ盛り上げます。ソプラノのソロさんのテンポリズムに合わしてコーラスしなけれなりません。「城ケ島の雨」では、３連譜のリズムを
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